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デジタルアーカイブ 琉球政府の時代

アメリカ統治下の記録を次世代へ Records of Okinawa under the U.S. Control

https://www3.archives.pref.okinawa.jp/GRI/ 琉球政府の時代は、沖縄県「琉球政府関係文書デジタル・アーカイブ事業」で運営しています。

琉球政府の時代

写真番号 035843

琉球政府の時代
沖縄がアメリカ統治下にあった戦後27年間の記録を次世代に繋ぐため、琉球政府や琉球列島

米国民政府（USCAR）の公文書と、その関係資料をアーカイブし公開しています

米国国立公文書館から収集した琉球列島米国民政府（United States Civil Administration of the 
Ryukyu Islands 通称 USCAR）文書から復帰準備委員会（米国側）の文書を紹介します。

復帰準備委員会（米国側）
USCAR文書

The U.S. Element of the Preparatory Commission



復帰準備委員会 Preparatory Commission Subcommittees
小委員会

1970年3月に発足した復帰準備委員会。高等弁務官に対する諮問委員会に代わるもので那
覇に置かれました。米国政府代表のランパート高等弁務官、日本政府代表の高瀬大使、琉球
政府代表の屋良行政主席が顧問として参加。それぞれが顧問代理とスタッフをもちました。

復帰準備委員会の代表者会議の公式議事録。ランパート高
等弁務官、高瀬日本政府代表、屋良行政主席のほかにも、
多くのスタッフが参加していたことがわかります。

復帰準備委員会の初会合にあたって寄せられた
メッセージ。これらの祝賀メッセージは、1970年3月
24日午後1時まで発表が禁止されました。

復帰準備委員会初会合 記者会見 左からランパート
高等弁務官 高瀬侍郎日本政府代表 屋良朝苗行政
主席   1970年3月24日（写真番号035843）

10桁の資料コードを使って資料を閲覧できます。「琉球政府の時代」トップ ＞ 資料を検索する ＞ コード検索 ＞ 検索ボックスに資料コードを入力 ＞　　　をクリック

高等弁務官に対する諮問委員会については『琉政だより』17号を参照

『(0029-009) PrepCom, 1970: Opening Events (24 Mar 1970).　復帰準備委員会 発足式』 （0000251502） p.9, p.20, p.32, p.47

『(0013-002) Principals‘ Meeting, 24 Mar 1970. 代表会議』（0000251370） p.2

『(0020-004) Economic and Industrial Subcommittee, 1970. 産業経済小委員会』
 （0000251430） p.2

『(0020-005) SOFA Subcommittee, 1970. 地位協定小委員会』 
（0000251431） pp.7-8

『(0020-002) General Affairs Subcommittee, 1970. 総務小委員会』 
（0000251428） p.22

『(0020-003) Administrative Transfer Subcommittee, 1970. 施政権移転小委員会』 
（0000251429） p.7

ランパート
高等弁務官

屋良
行政主席

高瀬
日本政府
代表

1970/3/24 午後１時まで発表禁止！

Official Minutes
公式議事録

Economic and
Industrial Subcommittee

産業経済小委員会
Administrative Subcommittee

施政権移転小委員会

SOFA Subcommittee
地位協定小委員会

General Affairs Subcommittee
総務小委員会

復帰準備委員会には、産業経済・施政権移転・地位協定・総務の４つの小委員会が置かれました

産業経済小委員会の議題リスト（1970年5月22日）

軍民共用道路の処理に関する文書 1970年5月20日の総務小委員会の初会合に関する文書

返還時におけるアメリカ合衆国の民政の諸権限の
日本国への移行を容易にするための合意
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高等弁務官が復帰準備委員会の関係者に送るクリ
スマスカードをめぐる文書。「selected American, 
Ryukyuan and Foreign government and 
business leaders」（米国人、琉球人、外国政府、財
界リーダーの選ばれた人）に高等弁務官がクリス
マスカードを送る伝統があると記されています。

『(0031-002) Miscellaneous, 1971: Christmas Card List, Request for Vehicle Decal, etc.. 雑書 クリスマスカードリスト 車両ステッカー申請等』（0000251518）p.10, p.12

『(0036-002) Office Financial Files, 1972: Common Budget.　財務に関する文書　共有予算』 （0000251557） p.8, p.16

復帰準備委員会の前身
高等弁務官に対する諮問委員会

あわせてご覧ください

クリスマスカード

財務に関する文書$
復帰準備委員会の家具や備品のリスト

復帰を前に
復帰準備委員会の
資金や財産の処分に
ついて協議した文書

『琉政だより』17号では、復帰準備委員会（米国側）の前身にあたる
高等弁務官に対する諮問委員会に関する文書を紹介しています。

NO.17
2024年2月

デジタルアーカイブ 琉球政府の時代

アメリカ統治下の記録を次世代へ Records of Okinawa under the U.S. Control

https://www3.archives.pref.okinawa.jp/GRI/ 琉球政府の時代は、沖縄県「琉球政府関係文書デジタル・アーカイブ事業」で運営しています。

琉球政府の時代

写真番号 35-36-1

琉球政府の時代
沖縄がアメリカ統治下にあった戦後27年間の記録を次世代に繋ぐため、琉球政府や琉球列島

米国民政府（USCAR）の公文書と、その関係資料をアーカイブし公開しています

米国国立公文書館から収集した琉球列島米国民政府（United States Civil Administration of the 
Ryukyu Islands 通称 USCAR）文書から高等弁務官に対する諮問委員会の文書を紹介します。

高等弁務官に対する諮問委員会
USCAR文書

The Advisory Committee to the High Commissioner
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